
（別紙３）

～ 令和8年　2月　17日

（対象者数） 12 （回答者数） 10

～ 令和8年　2月　17日

（対象者数） 10 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

【関係機関との連携体制】

・個別目標のさらなる具体化と評価の明確化を図り、長

期的視点での成長支援体制をより強固にしていきます。

・関係機関との定期的な連携機会を継続し、地域全体で

支える体制づくりをより強化していきます。

2

【職員体制の充実と多角的視点】

　役割分担の明確化と支援方針の共有をさらに進め、チ

ーム支援の質を高めていきます。

3

【専門性を活かした支援】

　今後も研修参加や知識共有の機会を増やし、専門性の

底上げを図りながら、より質の高い支援提供を目指しま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

【学校との連携体制】

　保護者を仲介した情報共有を丁寧に行うとともに、書

面での情報交換、必要に応じた個別面談の提案など、連

携方法の工夫を図ります。学校と事業所が共通理解のも

と支援できる体制づくりを目指します。

2

【家族支援の充実】

　保護者向けミニ講座や情報提供資料の作成など、負担

の少ない形から段階的に実施していきます。家庭との連

携をより深め、事業所と家庭が協力して支援できる体制

づくりを進めます。

3

【環境整備・構造化支援】

　手すりの設置の検討や表示の工夫、活動スペースの明

確化など、段階的に整備を進めます。子どもが安心して

過ごせる、分かりやすい環境作りを継続的に行っていき

ます。

○事業所名 はなえみ学舎　みなみ　（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　12日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

【環境整備・構造化支援】

　バリアフリー化や、子どもにとってより分かりやすい

構造化された環境整備に改善の余地があります。

【環境整備・構造化支援】

　建物の構造上の制約がある中で、視覚的表示や動線の

整理など、環境面の工夫をさらに充実させる必要があり

ます。安全性向上の観点からも継続的な見直しが求めら

れます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

【学校との連携体制】

　学校との情報共有や支援方針の確認について、十分な

連携機会を確保できない場合があります。

【学校との連携体制】

　学校側の多忙さや連絡手段の制約により、直接的な打

ち合わせや情報交換の機会が限られることがあります。

そのため、支援内容の細かな共有が十分に行えない場面

が生じることがあります。

【家族支援の充実】

　家族が参加できる研修会や勉強会の開催が十分に実施

されていない。

【家族支援の充実】

　日常支援を優先する中で、計画的な家族支援プロブラ

ムを実施するための時間確保や体制整備が十分とは言え

ない状況があります。また、保護者様の参加しやすい時

間設定や形式についても検討の余地があります。

【関係機関との連携体制】

　相談支援専門員をはじめ、その他関係機関との連携体

制が整っており、支援方針の共有や情報交換を適切に行

っています。外部との連携を大切にすることで、利用児

一人ひとりの状況を多面的に把握し、より適切な支援に

つなげています。

【関係機関との連携体制】

　ケースに応じた連絡調整や情報共有を行い、支援内容

の一貫性を確保しています。また、必要に応じて相談員

と協議し、個別支援計画書の見直しや方向性の確認を行

っています。

【職員体制の充実と多角的視点】

職員体制が比較的充実しており、複数の職員が関わるこ

とで多角的な視点から利用児童を見守ることができてい

ます。一人の判断に偏らず、チームとして支援を検討で

きる体制が整っています。

【職員体制の充実と多角的視点】

　日々の支援会議やモニタリングを通して情報共有を徹

底し、支援方法について職員間で意見交換を行っていま

す。小さな変化にも気付けるよう、観察と記録を丁寧に

行っています。

【専門性を活かした支援】

　専門的な知識や経験を有する職員が在籍しており、支

援内容について具体的な助言や指導を受けられる体制が

あります。そのため、利用児童の特性に応じた専門的視

点からの支援が可能となっています。

【専門性を活かした支援】

・専門職のアドバイスを日常支援に反映し、必要に応じ

て支援方法の見直しを行っています。社内研修を通して

、職員全体のスキル向上にも努めています。

事業所における自己評価総括表公表


